































































































































































































































4月 28010213 2 17 12 2 1 1
5月 18979 8 1 9 8 2 3 22
6月 19471 13 1 17 1 0 3 13
7月 18148 1 5 13 3 0 0 17
8月 22 4 0 0 6 0 2 0 9
9月 10435 4 2 9 3 1 0 14
10月 2321036 2 21 7 0 0 20
11月 20871 11 1 10 4 2 0 9
12月 17565 7 2 2 11 1 0 17
1月 93 32 1 3 5 11 5 0 11
2月 23 8 3 4 8 0 1 0 7








































































































































































































4月 91863 680 14 4
5月 209 14 521 11 3
6月 145 12 249 2
7月 283 16 2363 8 1
8月 102 6 726 1 3
9月 196 47 358 3 9
10月 168 29 728 7 7
11月 143 40 1 579 5 3
12月 98 35 4 1570 12
1．月 172 50 10 1967 16 10
2月 56 13 2 568 2








































































































































4月　　5月 6月 7月 9月 10月　11月　12月1月
図8　プロジェクタ月別稼働時間推移
　月により講義が行われる日数に大きな差異が
ある為、このグラフからプロジェクタが多く利用
される時期の予測をする事は難しい。また、これ
はあくまで校舎別の平均値である為、同校舎内に
おいても教室によって稼働率の高い教室と低い
教室が存在する。しかし、2007年度の実数を元
に正確にグラフ化したものであるから、余程大き
な教室改修工事やプレゼン設備の変更でも発生
しない限り、2008年度以降をグラフ化した際も、
近似した傾き結果が得られるはずである。プロジ
ェクタには、各々ランプ交換時期の目安が設定さ
れている為、年間を通じた稼動率の変動が、ラン
プ交換を判断する材料の一つになるものと考え
ている。
3．5．課題管理表
　長期休業期間中は、サポート対応等の通常業務
が極端に少なくなる為、通常期間中に行うことの
出来ない教室メンテナンス、コンテンツ開発等に
携わる事が出来る。このような業務の進捗状況を
月次報告会にてまとめる為、2007年末から通常
業務以外のタスク管理として、課題管理表の運用
が開始された。しかし長期休業期間に限らずとも
タスクは発生する為、2008年度からは、プロジ
ェクトマネージャー管理下において、通常期間中
においても課題管理表は継続利用している。
　実際に管理表に追加される課題は、毎週一回の
頻度で実施している会議内で挙がった議題が中
心となる。スタッフが持ち寄る業務上の改善提案
やコンテンツ開発を討議し、通過した案が課題管
理表に追加される。追加された課題は毎月の月次
報告書内に掲載され、現在の進捗状況等をプロジ
ェクトマネージャーからご報告させて頂いてい
る。
　2007年度中に実施したコンテンツ開発の全て
をここに掲載する事等は出来ないが、和泉サポー
トサービスを広く知って頂く為の「PR用ボスタ
ー」、国際日本学部設立に伴う「和泉メディアサ
ービスサイトの英語ページ新設」、OS別に明治大
学のネットワークに接続する方法を紹介した「ネ
ットワー一一・ク設定方法紹介用Flashコンテンツ」、
各種業務内容を蓄積していく為の「Ruby　On
RailsによるWeb＋データベースシステム」等々、
多数のコンテンツを開発してきた。但しコンテン
ツ開発・修正業務が行えるのは、サポート業務を
抱えていない時間に限られる。そして新年度を迎
えるにあたり、既存コンテンツの修正や新たに必
要となるサービスが明確になる時期に多数発生
する為、必然的に2月や3月頃に大きな時間を割
り当てる事となる。2007年度中には、全スタッ
フ総計1，820時間50分という時間をコンテンツ
開発・修正に使っているが、この内の約40％程度
を2．月、3月の2ヶ月間が占めている。
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図9　月別コンテンツ開発・修正時間
　新たな技術を用いたコンテンツ開発には、スタ
ッフが協力をして技術や知識を獲得していく事
で十分に対処が出来る。しかし思案に最も重点を
置くべき箇所は、どの様なサービスを提供するか、
というところである。最高の技術をもって長時間
の開発に取り組んでも、それが教員や学生に有用
な情報でなければ価値を見出すことが出来ない。
業務委託という性質上、契約内容には十分な留意
が必要なものの、月次報告会や定例会議を通じて
明治大学ご担当者様とも調整を行わせて頂き、大
　　　　　　　　　　　　　　微ノー♪
万微ナポー♪ナーどンζ2007襟繊ど搬殻告
学、教員、職員、学生等のターゲットを明確にし
た開発目標の設定が重要な事だと考えられる。
　　　　　　　4．まとめと考察
　2007年度に実施した和泉サポートサービスの
業務内容を詳細に数値化、分析し、今後の業務内
容の参考とする為、そして類似機関がサービスを
展開する上での一つの指標となり、高等教育機関
としてより高いレベルの研究・学習環境を提供す
る事が実現出来るよう、本報告書をまとめてきた。
　本論でも記載した通り、月次・年次報告書から
年間の業務内容も得ることが出来ており、今回は
それらのデータを活用して、更に詳細な調査を行
った。その結果、業務カテゴリごとに問い合わせ
やトラブルが集中する時期が明確となり、事前対
応方法により後の問い合わせ発生件数を低下さ
せる可能性も見ることが出来た。和泉サポートサ
ービスは、教員の研究や講義、職員の業務、もし
くは学生が学習を進める上で障害となる技術的
なトラブルを排除し、事前にトラブルを回避する
為に有効と思われるコンテンツの開発を行って
きた。今後はこれらの業務をより高いレベルで実
現、提供することが出来るよう、本報告書が活用
できる事を願っている。尚、本報告書は2007年
度の12ヶ月間のデータを元に作成してきた。
2008年4月には国際日本学部の設立等、学内に
おける大きな変化も生じた事から、例年本報告書
と同じ傾向の結果が得られるとは限らない。毎年
度末に年間調査を実施し、調査結果を過年度と比
較検討していく事で精度も高まり、学内の一機関
としてより大学に貢献する事が可能になるであ
ろう。
　　　　　　　　　謝辞
　本報告書執筆にあたり、大勢の明治大学ご担当
者様、株式会社パソナテック営業担当者様に大変
お世話になりました。ここに深謝し、御礼申し上
げます。
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